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「足立区まちをきれいにする条例」スター卜
みんなの願い
清潔なまちに
しましょう

4 月 1
日 施行

最近、空き缶やたばこの吸い 殼の
散乱、犬のふんの放置などが目立 つ
ようになりました。
こ のために区では 、ごみの投げ 捨
てのない清潔な足立区を目指し「足
立区 まちをきれいにする条例」を4
月1 日から施行します。

そこに灰
皿

あります
か

経
過
と
あ
ら
ま
し

平
成
7
年
の
区
政
モ
ニ
タ
ー
調
査
で

は
、「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
」禁
止
条
例
の

制
定
を
求
め
る
声
が
7
創
を
超
え
ま
し

た
。
ま
た
、
ご
み
の
散
乱
や
犬
の
ふ
ん

放
置
の
被
害
に
心
を
瞞
め
る
方
か
ら

も
請
願
・
陳
畴
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
ら

が
区
議
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。区
で

は
、
こ
う
し
た
経
過
か
ら
「
ま
ち
を
き

れ
い
に
す
る
条
例
」
を
提
案
し
、
議
会

の
議
決
を
経
て
、
1
0年
4
月
1
日
条
例

施
行
と
な
り
ま
し
た
。

区
は
、条
例
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
策
の
一
環
と
し
て
、
ま
ち
の
美

化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ご
み
の
投
げ
捨

て
や
犬
の
ふ
ん
の
放
置
を
な
く
す
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
に
「
清
潔
で
き

れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
る
」
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
区
民
憲
章
で
定
め
た
「
清
潔
な
美

し
い
ま
ち
を
つ
く
る
」
た
め
に
区
民
・

事
業
者
・
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん
は
、「
足

立
区
を
汚
さ
な
い
、
き
れ
い
に
す
る
」

気
持
ち
を
も
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
。区

内
全
域
で

投
げ
捨
て
禁
止

・
投
げ
捨
て
禁
止
の
も
の
は

▽
空
き
缶
、
空
き
ぴ
ん
、
た
ぱ
こ
の
吸

い
殼
。
紙
く
ず
、チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
の

か
み
か
す
は
、
定
め
ら
れ
た
収
納
容
器

に
入
れ
る
か
、
家
に
持
ち
帰
っ
て
く
だ

さ
い
。

▽
犬
の
ふ
ん
の
放
置
も
禁
止
で
す
。

・
禁
止
地
域
は
区
内
全
域
で
す

▽
区
内
の
道
路
、
河
川
、
公
園
。
公
共

の
場
所
(
駅
・
広
場
等
)
や
他
人
の
土
地

で
ご
み
の
投
げ
捨
て
を
禁
止
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に

守
っ
て
ほ
し
い
こ
と

・
区
民
の
皆
さ
ん
へ

▽
屋
外
で
生
じ
た
ご
み
は
持
ち
帰
る

か
、
回
収
容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▽
ご
み
の
散
乱
防
止
活
動
の
推
進
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
喫
煙
者
の
方
へ

▽
た
ぱ
こ
の
投
げ
捨
て
の
原
因
と
な
る

歩
行
中
の
喫
煙
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
屋
外
で
喫
煙
す
る
場
合
は
、
吸
い
殼

を
定
め
ら
れ
た
場
所
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。ま
た
携
帯
灰
皿
を
痔
ち
歩
く
な
ど
、

喫
煙
者
自
身
に
よ
る
処
理
を
お
願
い
し

ま
す
(
道
路
な
ど
に
灰
皿
は
新
設
し
ま

せ
ん
)
。

・
犬
の
飼
い
主
の
方
へ

▽
犬
に
勝
手
に
ふ
ん
を
さ
せ
な
い
た
め

に
、
公
園
や
空
き
地
で
は
鎖
を
は
ず
さ

な
い
な
ど
適
正
に
管
理
し
、
他
人
に
迷

感
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い

。
▽
外
出
の
際
生
じ
た
犬
の
ふ
ん
は
、
放

置
せ
ず
必
ず
処
理
用
具
を
携
帯
し
、
持

ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
事
業
者
の
方
へ

▽
事
業
活
動
に
、
空
き
缶
等
の
散
乱
防

止
や
、
事
業
所
周
辺
の
美
化
活
動
な
ど

必
要
な
処
置
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
商
店
街
の
方
は
、
事
業
の
な
か
に
、

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
広
報
活

動
を
と
り
い
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

・
団
体
等
の
カ
ヘ

▽
美
化
意
識
の
普
及
と
啓
発
、
美
化
活

動
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
町
会
・
自
治
会
の
方
は
、
普
段
の
活

動
に
美
化
意
識
の
普
及
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

施
策
の
す
す
め
か
た

ま
ち
の
美
化
の
た
め
に
、
地
域
振
興

課
内
に
「
美
化
推
進
」と
い
う
組
織
を
、4

月
1
日
か
ら
新
設
し
ま
す
。
条
例
の

実
施
を
契
機
に
、区
と
区
民
、
事
業
者
、

団
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
を
展

開
し
、
足
立
区
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と

い
う
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。
ま

た
、
子
供
た
ち
に
、
ま
ち
の
美
化
に
つ

い
て
の
マ
ナ
ー
や
道
徳
教
育
の
普
及
も

兼
ね
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ

て
、
マ
ナ
ー
を
含
め
、
地
域
の
活
動
の

一
層
の
盛
り
上
が
り
と
、
地
域
の
き
ず

な
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

「
あ
し
た
の
足
立
を

つ
く
る
区
民
協
議
会
」

区
民
憲
章
の
も
と
各
分
野
で
の
実
践

活
動
に
取
り
組
む
区
内
の
主
要
な
団
体

で
構
成
さ
れ
る
協
議
会
が
あ
り
ま
す
。

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
新
た
な
転

機
と
し
て
、
こ
の
協
議
会
と
の
連
携
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

3
月
3
1日
ま
で
は
地
域
活
動
推
進
担

当
、4
月
1
日
か
ら
は
美
化
推
進
担
当

1
い
ず
れ
も
I

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

4
月
か
ら
「
あ
だ
ち
広
報
」の

発
行
日
・
発
行
回
数
が
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
毎
月
5

・
1
5
・
2
5
日
に
発

行
し
て
い
た
「
あ
だ
ち
広
報
(
新
聞
版
)
」

は

、4

月
か
ら
5
日
号
と
1
5
日
号
を
合

併
し
た
1
0
日
号
と
2
5
日
号
の
月
2

回
に

装
い
を
新
た
に
発
行
し
ま
す

。
な
お

、

隔
月
発
行
の
あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ

ス
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
変
わ
ら
ぬ
ご

愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
広

報
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

罰
則
が
あ
り
ま
す

ご
み
の
投
げ
捨
て
、
犬
の
ふ
ん

の
放
置
行
為
が
目
に
あ
ま
る
場

合
、2
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
旨
の
規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

(罰
則
の
遭
用
は
1
0年
1
0月
1
日

か
ら
で
す
)
。

きれいなまちにしよう! もうはじめてます

□ 花 保 町 会 の公
園 自 主 管 理
近 所 の 公 園

を 、 自 分 た ちで
き れ い にし てい
る の が 公 園 自主
管 理 グ ル ープ 。
そ の う ち の1 つ
力凭5て顧T萄!貝n2 号
公 園 を 清 掃 す る
花保町 会です。区に移管されたばかりのこの公園は、昔
から 盆踊り 会場に使 われたりと 地域の憩いの場 所でし
た。移管後も、愛 着ある公園の清掃をしようと、毎週日
曜日の午前10時からお屋まで活動しています。
最初は自転車や 鉄くずなど大き なご みが捨てら れてい
まし たが、清掃して常にきれい にし ていると、ご みのポ
イ捨てがだんだん少なくなったそうです。「子供からお年

寄りまで皆が使っている公園だか
ら、常にき れいにしてい たい です
ね」と町会長の中村さん。
皆さんも、身近なところから始

めませんか。
公園自 主管理については水と緑
の公社へ03838 ―8126

□ ふんはちゃんと持ち帰っています
元渕江公園で愛犬チ ーコと太郎
ととも に散 歩をし てい る戸 沢さ
ん。「当然のことですがふんをきち
んと処理するため、シャベルとご
み袋は常に持ち歩いてい ます」

今号の主な内容

2
・
3
面
▽
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
答
申
ま
と
ま
る
/
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
/
ひ
ろ
ば
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

4
・
5
面
▽
鉄
道
新
線
整
備
促
進

6
・
7
面
▽
公
園
管
理
事
務
所
か
4
ヵ
所
に
/
シ
ル
バ
ー
パ
ス
有
料
該

当
者
の
方
へ
/
春
の
交
通
安
全
運
動
/
掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
情
報
/
リ
ブ
イ
ン
有
料
広
告
募
集

葦
立
ち

小
・
中
学
校
卒
業
式

3
月
2
0
日
は
中
学
校
の
、
3

月
2
4

日
は
小
学
校
の
卒
業
式
で
す

。

区
内
旧
の
小
・
中
学
校
に
教
育
委

員
さ
ん
や
区
の
部
課
長
と
分
担
し

て
列
席
い
た
し
ま
す

。
今
年
度
の

全
卒
業
生
は

、小
学
生
5

千
廨
人

、

中
学
生
5

千
2
7
9人
で
す

。
ま
た
、

区
民
の
皆
様
の
中
に
は

、
足
立
区

立
以
外
の
小
・
中
学
校
を
卒
業
さ

れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す

。
あ
わ
せ

て

、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
卒
業
の

お
祝
い
を
申
」
工

げ
ま
す

。

「
ご
卒
業
お
め
で
と
う
。
」

そ
し
て
、
新
し
い
門
出
へ
の
は

な
む
け
に
小
学
校
を
卒
業
す
る
児

童
に
は
、
「
豊
か
な
心
と
思
い
や
り

の
y
心
を
も
つ
」
こ
と
と
、
「
自
ら
考

え
、
進
ん
で
行
動
す
る
た
く
ま
し

い
心
と
体
を
も
つ

」
こ
と
の
二
つ

の
言
葉
を

、
中
学
校
を
卒
業
す
る

生
徒
に
は

、「
人
間
を
尊
重
し
、
豊

か
な
心
を
も
つ

」こ
と
と
、
「
自
ら

学
び
自
ら
考
え
る

」
と
い
う
言
葉

を
贈
り
ま
す

。

言
葉
が
軽
く
な
り
、
心
の
痛
む

ニ
ュ

ー
ス
も
多
い
昨
今

、
こ
の
言

葉
に
是
非
命
を
吹
き
込
ん
で
い
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す

。

卒
業
生

、
保
護
者
の
よ
ろ
こ

び

は
も
と
よ
り

、
地
域
の
方
々
や
教

職
員
を
は
じ
め
区
民
み
ん
な
で

、

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
へ
の

祈
ひ
を
込
め
て

、
こ
の
卒
業
を
祝

い
た
い
と
思
い
ま
す

。

区
長
　
吉
田
万
三

◎ あだち広報は区民事務所や駅の広報スタンドなどにも置いてありますので、ご利用ください
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2
1世
紀
に
お
け
る
足
立
区
の

生
涯
学
習
社
会
の
望
ま
し
い
姿

～
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
の
答
申
ま
と
ま
る
～

第
4
期
足
立
区
生
涯
学
習
推
進
協
議

会
は
、
8
年
2
月
に
区
長
か
ら
「
2
1世

紀
に
お
け
る
足
立
区
の
生
涯
学
習
社
会

の
望
ま
し
い
姿
に
つ
い
て
」
の
検
討
を

諮
問
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
延
べ
3
0

回
に
わ
た
る
会
議
を
重
ね
、
今
年
2

月
、
答
申
を
ま
と
め
ま
し
た
。

・
基
本
的
な
視
点

答
申
は
、
学
習
の
主
体
は
区
民
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
人
々
の
主
体
的
な
生
き

方
を
支
援
す
る
生
涯
学
習
と
、
学
校
教

育
を
含
め
た
教
育
制
度
全
般
に
多
様
性

と
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の
新
し
い

「
学
び
」
を
創
造
す
る
生
涯
学
習
、
と

い
う
二
つ
の
こ
と
を
視
点
に
置
い
て
い

ま
す
。

・
生
涯
学
習
推
進
の
た
め
の
基
本
的
方

向
と
主
要
課
題

今
後
の
生
涯
学
習
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
虞
」を
図

り
、「
行
政
の
役
割
と
責
任
を
明
確
化
」

し
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
と
の
連
携
」

を
一
層
充
実
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

そ
し
て
、
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い

く
う
え
で
の
主
要
課
題
と
し
て
、
世
代

を
超
え
た
学
習
や
現
代
的
課
題
の
学
習

な
ど
、
よ
り
多
様
な
学
習
活
動
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
家
庭
教
育
の
充
実
や

開
か
れ
た
学
校
へ
の
支
援
体
制
づ
く

り
、
地
域
に
お
け
る
学
習
活
動
の
一
層

の
推
進
、
民
間
や
放
送
大
学
な
ど
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
必
要
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
は
、学
習
成
果
を
還
元
す
る
た
め
に
、

学
習
や
活
用
の
場
の
提
供
を
充
実
す
る

べ
き
で
。
特
に
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
の
早
期
の
確
立
が
望
ま
れ
ま

す
。

・
今
後
の
重
点
的
推
進
課
題

区
の
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
に
お
け

る
、
今
後
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
提
言

し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
形
の
学
習
活
動
で
は
参
加

で
き
に
く
い
人
(
障
害
者
・
動
労
者
等
)

へ
の
学
び
の
機
会
の
提
供
、
国
際
化
社

会
に
お
け
る
生
涯
学
習
施
策
や
職
能
教

育
の
推
進
、
さ
ら
に
1
2年
度
に
開
設
さ

れ
る
(
仮
称
)
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
た
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
が
必
要
で
す
。

・
体
制
整
傭
と
今
後
の
施
策
へ
の
提
言

こ
れ
ら
の
提
言
を
生
か
す
た
め
に

は
、
区
民
参
画
を
基
に
し
た
推
進
体
制

の
整
備
、
行
政
組
織
の
再
編
整
備
等
が

必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
の
施
策
へ
向
け
て
、

「
高
齢
者
施
設
と
児
童
施
設
・
学
校
と

の
交
流
事
業
の
推
進
」
な
ど
3
6の
具
体

的
な
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
提
-一
-
-
i受け
て

こ
の
提
言
を
受
け
て
、
区
で
は
第
2

次
足
立
区
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
策
定

に
着
手
し
ま
す
。

こ
の
推
進
計
回
は
、
学
校
教
育
や
家

庭
教
育
な
ど
様
々
な
教
育
機
能
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、
生
涯
学
習
施
策
を

総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
計
画

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、区

民
の
皆
さ
ん
や
実
際
に
学
習
活
動
を
行

す
。

※
こ
の
答
申
は
、3
月
下
旬
に

は
、
図
書
館
や
各
学
校
に
配
布
す
る
予

定
で
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
先
=

生
涯
教
育
推
進
課
計
画
主
査

a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

水
上
バ
ス
の
旅

あ
だ
ち
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時
=
4
月
2
1
日
㈹
、午
前
1
0
時
1
午

後
2
時
(
予
定
)
コ
ー
ス
=
千
住
曙

町
船
着
場
～
吾
妻
橋
～
勝
閧
(
か
ち
ど

き
)
櫺
～
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
～
東

京
港
～
有
明
(
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
見

学
)
⊥

果
京
港
～
勝
鬨
橋
一

千
住
曙
町

船
着
場
(

水
上
バ
ス
利
用
)

対
象
=

観
光
協
会
会
員
と
家
族
お
よ
び
区
内
在

住
の
方

定
員
-
1
3
0人
程
度
(
抽
選
)

費
用
=

▽
観
光
協
会
会
員
…
…
3

千

円

、
会
員
家
族
…
3

千
瞋
円
/

一
般
・・・
4

千
円
(

い
ず
れ
も
昼
食
付

、
当
日
現

地
で
支
払
い
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ

に
希
望
者
全
員
の
氏
名
、年
齢
、住
所
、

電
話
番
号
、
会
員
・
会
員
家
族
・
一
般

の
別
、「4
月
リ
バ
ー
ウ
ォ
ツ
チ
ン
グ
希

望
」
と
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
3
人

ま
で
申
し
込
み
可
。
返
信
(
ガ
キ
の
表

に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
重
複
申
し
込
み
は
無

効

期
限
=
4
月
3
日
消
印
有
効

申

・
問
先
=
観
光
協
会
リ
バ
ー
ウ
ォ
ツ
チ

ン
グ
担
当
(
産
業
振
興
課
内
)
〒
圀
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
―

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

第
1
2回
足
立
区
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
結
果
と
入
賞
作
品
の
展
示

t
`
募
総
数
1
8
6
点
の
中
か
ら
、審
査
の

結
果
、次
の
方
々
が
入
選
し
ま
し
た
(
敬

称
略
)
。

推
薦
(
区
長
賞
)
=
松
下
照

子
(
西
新
井
四
丁
目
)

特
選
(
観
光

協
会
会
長
賞
)
=
竹
内
博
通
(
竹
の
塚

三
丁
目
)
/
井
上
昌
持
(
千
住
元
町
)

準
特
選
=
窪
田
愛
子
(
西
新
井
本
町
一

丁
目
)
/
後
藤
隆
(
舎
人
六
丁
目
)
/

吉
野
彰
(
西
伊
興
三
丁
目
)
/
浦
上
景

一
(
葛
飾
区
金
町
二
丁
目
)

入
選
―

佐
藤
安
正
(
千
住
二
丁
目
)
ほ
か
9
人

佳
作
=
佐
藤
正
美
(
平
野
一
丁
目
)

ほ
か
1
4人

入
選
作
品
を
次
の
と
お
り

展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。期
間
=
4
月
9
日
～
1
5
日

場
所
=
区
役
所
―
階
ア
ト
リ
ウ
ム

問

先
1
観
光
協
会
事
務
局
(
産
業
振
興
課

内
)

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

特
別
区
制
度
改
革

区
が
行
う
仕
事
　
そ
の
(
3
)

「
健
全
で
恵
み
豊
か
な
生
活
を
応
援
し
ま
す
」

水
質
汚
濁
防
止
法
、大
気
汚
染
防
止
法
等
に
関
す
る
事
務

健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
の
中
で

生
活
し
、
そ
れ
を
将
来
の
世
代
ま
で

引
き
継
ぎ
た
い
と
い
う
こ
と
は
、
だ

れ
も
が
共
通
に
願
う
こ
と
で
す
。
し

か
し
今
、
環
境
問
題
は
地
域
の
問
題

か
ら
地
球
規
模
の
問
題
ま
で
、
様
々

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

公
害
防
止
の
分
野
で
は
、
区
で
、

こ
れ
ま
で
騒
音
規
制
法
、
振
動
規
制

法
、
東
京
都
公
害
防
止
条
例
の
工
場

・
事
業
場
に
関
す
る
事
務
等
の
委
任

を
受
け
て
、
認
可
・
届
け
出
の
事
務

や
指
導
等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
区
制
度
改
革
に
よ
り
、
新
た

に
水
質
汚
濁
防
止
法
、
大
気
汚
染
防

止
法
な
ど
の
事
務
も
一
部
委
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

工
場
や
事
業
場
を
営
む
方
が
、
こ
れ

ま
で
都
と
区
の
両
方
に
行
っ
て
い
た

届
け
出
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て

区
の
み
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
立
ち
入
り
検
査
や
指
導
に
つ
い

て
も
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
区
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
区

で
は
こ
れ
ま
で
も
河
川
の
水
質
汚
濁

や
大
気
汚
染
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
区
の
事
務
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
き
め
細

か
く
調
査
を
行
い
、
結
果
も
よ
り
早

く
区
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
改
革
に
よ
っ
て
、
地
域
の
環

境
の
状
況
を
最
も
よ
く
把
握
し
て
い

る
区
が
、
公
害
防
止
を
は
じ
め
と
し

た
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
よ
り
積
極

的
に
取
ひ
組
め
る
ぶ
つ
に
な
2

ヂ

。

・
水
質
汚
濁
防
止
法
(
6
条
1
項
、7

条
1
項
、2
2条
等
)

・
大
気
汚
染
防
止
法
等
法
(
5
条
、6

条
、1
5条
等
)

問
先
l
環
境
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

4 月1 日

お
と
し
よ
り
の
暮
ら
し
を
応
援

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

4
ヵ
所
オ
ー
プ
ン

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
は
な
は
た
」の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

お
と
し
よ
り
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち

で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ

の
」「
中
川
」「
西
新
井
≒
鹿
浜
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

在
宅
介
護
の
総
合
的
な
相
談
や
介
護

機
器
の
展
示
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
一

部
取
り
次
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訪

問
相
談
も
あ
り
費
用
は
無
料
で
す
。

電
話
相
談
は
2
4時
間
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
新
た
に
オ
ー
プ
ン
す
る
4
カ

所
を
加
え
、
区
内
に
は
1
3カ
所
の
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
お
近
く
の
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

・
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
冢
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
虚
弱

な
方
や
痴
ほ
う
の
あ
る
6
5歳
以
上
の

高
齢
者
が
、
自
宅
で
健
康
な
生
活
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、デ
イ
ホ
ー
ム
、

入
浴
、
食
事
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

も
の
で
す
。

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
は
な
は
た
」
で
は
、
4
月
か
ら
痴

ほ
う
性
高
齢
者
デ
イ
ホ
ー
ム
を
開
始

す
る
と
と
も
に
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

用
ベ
ッ
ド
1
0床
を
増
床
し
ま
す
。
他

の
セ
ン
タ
ー
同
様
ご
利
用
く
だ
さ
い
(

な
お
、利
用
に
は
事
前
の
登
録
が
必

要
で
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
)
。

ま
た
、
各
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定
期

的
に
家
族
介
護
者
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

問
先
―
施
設
運
営
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

在宅介護支 援センタ ー

9
年
度
第
2
回

足
立
区
教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
褒
賞

区
で
は
、
文
化
活
動
や
体
育
活
動
な

ど
で
大
き
な
成
果
を
お
さ
め
た
り
、
特

に
た
た
え
ら
れ
る
善
行
を
行
っ
た
区
内

の
小
・
中
学
生
に
対
し
、
褒
賞
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
区
長
褒
賞
を
受
賞
し
た

皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
(
敬
称

略
)
。

・
中
学
生
個
人
の
部

▽
第
2
回
全
国
中
学
校
技
術
・
家
庭
科

生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
家
庭
の
部
全
日

本
中
学
校
技
術
家
庭
科
・
研
究
会
会
長

賞
・
:浜
野
由
紀
(

第
四
中
)

▽
第
1

回
全
日
本
障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
競
技
大
会
女
子
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
総
合
I

位
・
:
徳
田
由
美
子
(
伊
興
中
)
　

ま
た

、
こ
の
ほ
か
9
団
体
、3
0
人
の

個
人
の
皆
さ
ん
が
教
育
委
員
会
褒
章
を

受
賞
し
ま
し
た

。

A
教
育
委
員
会
V

ひ

ろ
ば

=
催
し
物
=

公
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
り
卜
出
店
者
男
擽

マ
4
月
1
2日
剛
、
午
前
1
1時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
4
月
1
9日
/
し
ょ

う
ぷ
沼
公
園
/
7
0区
画
予
定
/
出
店
料

千
円
/
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
出
品
物
を
明
記
し
〒
a
・
8
6
9
1

西
綾
瀬
郵
便
局
留

ア
リ
ス

・
水
野
(
4
月
5
日
必
着
)
/
斉
藤

e
(
3
8
4
0
)
8
8
5
3

マ
4
月
1
2
日
剛
、午
前
9
時
～
午
後
4

時

※
雨
天
の
場
合
中
止
/
旧
本
庁
舎

跡
地
/
6
0区
画
予
定
/
出
店
料
千
円
/
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

フ
ァ
ク
ス
番
号
を
明
記
/
草
の
根
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
竹
林
1
1
1
m・
0
8
5
2

関
原
3
-
3
4
-
7

?
5
6
8
1
)
7
6
1
0

マ
5
月
1
0
日
剛
、午
前
1
1
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
中
止
/
旧
本
庁
舎

跡
地
/
6
0区
画
予
定
/
出
店
料
千
円
/

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
出
品
物
を
明
記
/
4
月
2
日
必
着
/

友
本

〒
1
2
3
・
0
8
6
4

屁
浜
2
-
3
7
-
1
0
-

川

魯
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

壺
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

=
催
し
物
=

☆
倫
理
研
究
所
講
演
会
4

月
2
5日

出
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
/
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/
テ

ー
マ
「
な
ご
む
」

く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

岡
田

?
3
8
6
0
)
4
8
1
1

☆
子
ど
も
ま
つ
り
ボ
ー
フ
ン
テ
ィ
ア
5

月
1
0
日
面
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
3
0

分
/
元
溯
江
公
園
/
受
け
付
け
、
自
転

車
整
理
、
写
真
撮
影
等
/
森

登
(
3
8
5
0
)
9
2
2
6

☆
足
立
よ
い
映
画
を
み
る
会
3

月
2
6

日
両
分

日
面

※
3
回
上
映
、
時
間

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
/
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/
　

「
ミ
ニ
四
ソ
ル
ジ
ャ
ー
」「
お
ぱ
け
煙

突
の
う
た
」

※
早
乙
女
勝
元
氏
の
サ

イ
ン
会
あ
り
/
瞋
円
」/
荒
井

豐
(
3
8
5
8
)
3
0
4
8

☆
自
然
観
察
会
8
月
2
3
日
旧
、午
前

1
0
時
～
正
午
/
水
元
公
園
緑
の
相
談
所

/
昆
虫
と
水
辺
の
生
き
物
ウ
ォ
ツ
チ
ン

グ
/
沺
円
、
小
中
学
生
3
0
0円/
藤
並

霑
(
5
6
9
9
)
0
4
3
0

☆
映
圃
会
「
地
域
を
つ
む
ぐ
」4

月
4

日
出
、
午
後
2
時
、
午
後
5
時
3
0分
(
2

回
上
映
)
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/
錮
円
/
石
田

さ
(
3
8
5
7
)
4
6
7
3

□ ひ ったくり被害にあわないように注意し ましょう! ! 　千住警察署 　3879- 0110/ 西新井警察署 　3852- 0110/ 綾瀬警察署 　3620- 0110
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保
健

ガ
イ

ド

理
・
美
容
師
免
許
の

手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

4
月
1
日
か
ら
法
改
正
に
よ
り
理
・

美
容
師
免
許
が
都
知
事
か
ら
厚
生
大
臣

の
免
許
に
変
わ
り
ま
す
。こ
れ
に
伴
い

免
許
申
請
の
受
付
場
所
が
保
健
所
か
ら

軸
理
容
師
美
容
師
試
験
研
修
セ
ン
タ
ー

(予
定
)
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
実
地
試

験
に
合
格
し
、
ま
だ
免
許
申
請
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、3
月
3
1日
ま
で
に

保
健
所
で
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
先
=
足
立
保
健
所
環
境
衛
生

係

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所
環
境
衛
生
係

魯
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

成
人
病
と
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

健
診
の
機
会
の
少
な
い
女
性
を
対
象

に
検
査
と
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

検
査
日
=
4
月
2
2
日
扣
ヽ
午
前
9
時
～

1
0時

学
習
日
1
5
月
1
3日
水
。
午
前

1

1
0
時
～
1
1
時
対
象
1
1
8
歳
～
3
9
歳
ま

で
の
女
性

内
容
=
骨
密
度
・
体
脂
肪

・
血
圧
測
定
、
尿
・
血
液
検
査
(
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
)
等

費
用
=
無
料

定
員
-
4
0
人
(
先
着

順
)

申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期

限
1
4
月
1
0日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

足
立
保
健
所
業
務
係

〒
1
2
1・0
8
2
2

西
竹
の
罹
2
-
1
2
1
8

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
3
(

直
通
)

4月の献血

閥先=甕京東赤十字1液センター116682 ―2801　　　

区役所保豐予防係03880- 6111 ㈹

消 化器がん
検 診

日
程
等―
下
表
゛
対
象
a
3
5
歳
以
上
の

区
民
※
胃
を
切
除
し
た
方
、
冐
の

病
気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

内
容
I
x
線
撮
影
に
よ
る
胃
が
ん
検
診

と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
期
限

―
受
診
希
望
月
の
前
月
1
5
日
消
印
有

効
。
受
診
票
送
付
は
前
月
末
日
(
5
月

を
受
診
希
望
の
場
合
4
月
1
5
日
消
印
有

効
、
送
付
は
4
月
末
日
)
申
・
問
先

―
足
立
保
健
所
診
療
放
射
線
〒
1
2
1
・

0
8
2
2
西
竹
の
筱
2
-
杪
一
-
8

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
6
(

直
通
)

消化器がん検診

女
性
が
ん
検
診
と

成
人
健
康
診
査

・
女
性
が
ん
検
診

対
象
ふ

盜
以
上
の
女
性
区
民

内
容

―
乳
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診

圏
成
人
健
康
診
査

対
象
=
4
0歳
以
上
6
4歳
(
昭
和
8
年
4

月
1
日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民

内
容
―
血
液
、
尿
、
必
要
に
応
じ
て
心

電
図
の
検
査
等
で
、
心
臓
、
肝
臓
、
じ

ん
臓
の
祠
気
や
糟
尿
訶
、
高
血
圧
、
高

脂
血
症
等
に
つ
い
て
調
べ
ま
す

I
い
ず
れ
も
1

日
時
等
=
受
診
票
を
受
け
取
っ
て
か
ら
1

ヵ
月
以
内
に
区
内
実
施
医
療
機
関
で

受
診

申
・
問
先
―
保
健
予
防
係

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
1
a
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

健康カレンダー 4月の予定

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
6
)

解
放
令
以
降
、
身
分
階
層
の
底
辺

で
、
差
別
と
貧
困
の
な
か
で
暮
ら
し

て
き
た
同
和
地
区
の
人
ぴ
と
は
、
新

た
な
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

身
分
上
の
解
放
は
さ
れ
た
も
の

の
、
新
し
い
職
業
を
保
障
す
る
な
ど

の
実
質
的
な
政
策
が
欠
け
て
い
た
だ

け
で
な
く
、
幕
藩
体
制
の
も
と
で
、

専
業
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
職
業

を
、「
平
等
」
の
名
の
も
と
に
奪
い
取

る
結
果
と
な
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
政
府
は
形
式
的
な
身
分

解
放
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
租

(土
地
に
対
し
て
課
し
た
収
益
税
)

や
、
そ
の
他
の
税
を
同
和
地
区
以
外

の
人
同
様
に
課
し
、
徴
収
す
る
こ
と

に
し
た
の
で
す
。

解
放
令
が
同
和
地
区
の
人
に
あ
た

え
た
の
は
、
国
民
と
し
て
の
実
際
の

権
利
で
は
な
く
、
よ
り
重
い
義
務
だ

っ
た
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
壬
申
(
じ
ん
し
ん
)
戸
籍

の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
y
。

1
8
7
2
年
(
明
治
5
年
)
に
つ

く
ら
れ
た
壬
申
戸
籍
は
、
わ
が
国
の

最
初
の
統
一
的
な
戸
籍
で
し
た
。

こ
の
戸
循
の
中
に
は
、
廃
止
さ
れ

た
は
ず
の
賎
称
(
せ
ん
し
ょ
う
)
に

か
わ
っ
て
「
新
平
民
」
な
ど
の
族
称

が一
き
込
ま
れ
新
し
い
差
別
を
生
み

出
し
た
の
で
す
。

(注
)
文
中
に
「
新
平
民
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
壬
申
戸
籍
の

説
明
の
た
め
に
用
い
た
も
の
で
、
一

般
的
な
日
常
会
話
や
文
章
に
使
わ
れ

ま
す
と
、
そ
れ
が
意
識
し
て
い
な
く

て
も
、
大
を
侮
辱
し
、
人
の
心
を
傷

つ
け
、
身
分
に
よ
る
差
別
、
人
権
侵

害
と
い
う
問
題
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
意
味
を
十
分
理
解
の
う
え
、

お
読
み
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当

へ

健康あ・ら・かると
糖尿病検査のやさしい話

―新しい助っ人 ―

「ヘモグロビンA1c( エーワンシー) 」

糖
尿
病
は
、
今
で
は
。国
民
病
'
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
一
般
的
な
広
が
り
を
み

せ
、
4
0歳
以
上
の
1
0人
に
1
人
が
糖
尿

屑
患
者
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
厚

生
省
の
調
査
で
は
自
覚
足
状
で
気
づ
く

の
が
2
割
、
残
り
の
8
割
は
気
づ
か
ず

に
健
診
等
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
の
多
く
は
す
い
臓
か
ら
分
泌

さ
れ
る

。イ
ン
ス
リ
ン
'
が
不
足
し
て

起
こ
る
病
気
で
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
が
不

足
す
る
と
、
体
を
勣
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
糖
が
利
用
さ
れ
な
く
な
り
、
血

液
の
中
に
糖
が
た
ま
っ
て
、
血
糖
値
が

高
く
な
り
尿
に
も
糖
が
で
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

区
で
は
、
昨
年
4
月
か
ら
節
目
健
診

と
成
人
健
診
で
、
血
糖
値
Ⅲ
`
/
a
以

上
も
し
く
は
尿
糖
(
土
)
以
上
の
人
に
、

精
密
検
査
と
し
て

。ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
l
c
'

検
査
を
追
加
し
ま
し
た
。
血
糖

値
は
食
事
な
ど
の
影
一
で
、
高
く
な
っ

た
り
低
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
血
液
中

の
糖
が
つ
い
た
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
(
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
A
l
c
)
は
、
検
査
前
の
食

事
の
影
響
を
受
け
ず
、
過
去
約
1
～
2

ヵ
月
間
の
平
均
的
な
血
糖
の
状
態
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
た
め
、
糖
尿
病
の
診
断

に
役
立
ち
ま
す
。

節
目
健
診
で
は
受
診
者
4
千
7
4
8
大
　

(
9
年
4
月
～
1
2
月
)
中
、
怖
人
(
1
0

%
)
に
こ
の
検
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
内
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
l
e
が
高
か

っ
た
大
3
5
2大(
7
4・
―
%
)
に
医
療
機

関
へ
の
受
診
を
勦
め
、
そ
れ
以
外
の
1
2
3

人
(
2
5・
9
%
)
は
基
準
範
囲
内
だ
っ

た
た
め
、
経
過
を
み
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
l
c
を

受
け
た
人
の
割
合
は
男
性
の
方
が
高

く
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
多
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
l
c

検
査
を
す
る
こ
と
で
、
病
気
の
状
態
を

よ
り
正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
良
す
。

こ
の
恚
つ
な
健
診
を
健
康
づ
く
り
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

A
衛
生
試
験
所
V
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～鉄道系交通網の整備～

日暮里・舎人線、常盤新線と
新たな鉄道新線の整備促進
【便利で快適な鉄道ネットワーク

の 形成を めざ し て】

わたしたちの長年の願いである

日暮里・舎人線と常磐新線が、そ

れぞれ平成15年度、平成17年度の

開業をめざ して工 事が進められて

います、今回は、二つの新線の概

要や建設状況等に ついてお知らせ

します。また、メトロセブン、地

下鉄8 号線の延伸など、新たな新

線構想についてもお知らせし、区

民の皆さんのご理解とご支援を得

ながら、都や国に整備促進を働き

かけていきます。

写真は臨海新交通「ゆりかもめ 」で、
同システムを日暮里・舎人線に導入します

常 磐 新 線
常磐新楾は、秋葉原からつくば・までを碚ぶ鉄

逎で、現在、平成17年度開業を目指して工事が

蕭々と進められています。
今回は、この新纖全体計画等についてご紹介
します。

秋
葉原

～
つ
く ば
間

5 8 k
m
を 最

速
4 5
分

(
イ
メ
ー
ジ
図
)

青井駅( 仮称) 付近の工事の様子

( 全体計画及び工事状況図)

新
線
の
開
業
に
、ま
ち
と
商
店
街
の

活
性
化
を
期
待
し
ま
す

胃
井
四
丁
目
で

、
忽
菜
販
売
の
お

店

を
甘
業
し
て
い
る
伊
藤
一
好
さ
ん
か
ら

次
の
よ
う
歿

泌

寛

を
い
た
だ
き
ま
し

た

。

▽
現
在
。
都
心
に
出
る
に
は
、五
反
野

か
硬
瀬
に
な
る
が
、
歩
く
に
は
少
し
遠

い
の
で
、つ
い
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て

し
ま
う
。
新
駅
か
で
き
た
ら
、気
軽
に

都
心
に
行
け
る
。

▽
現
在
、
商
盾
街
の
多
く
の
お
店
で
、

後
継
者
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

新
駅
の
利
用
者
で
買
物
客
が
廁
え
て
、

商
店
街
が
活
性
化
し
、
筏
継
者
た
ち
や

住
民
に
と
っ
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

席磐新線についての1 問1 答で
す。

問1
部分閧業の予定はありま

すか?

答1
全線同時に平成17 年度に
開業する予定です。

問2
地下鉄ですか?

答2
地下と高架の部分があり
ます。郡内はおおむね地

下鉄ですが 爾千 住から地上に出
て、北千住の先、荒川を渡った所
で再び地下に入ります。

問3
各駅の施設や北千住の乗
り換えについて教えてく

だ さ い 。

答3
全駅ともエレベータやエ
スカレータが設置されま

す。北千庄は現在の常 磐線の上、3
階にホームができ、2 階の改札

口を通って駅ビ ルや東武線。日比

谷線、常磐線、千代田線と接続し
ます。

問4
駐輪場はできますか?

答4 北千住駅は現在の駅前駐
軸場を拡充します。青井

・六町駅は地下に甅設する予定で
す。

問5
駅の位置や駅前広場は決
まっていますか?

答5
駅の位置は決定していま

す。駅前広場の位置や大
きさは、出入口の位萱と合わせて
検討中です。
現在のところ駅名は仮称です。

問6
両両編虞で1 日の通行本

敷はどの程度ですか?

答6
開業時は、6 両編成で、
通行本数は1 日195本の

予 定 で す 。

日 暮 里 ・ 舎 人 線
日暮里・舎人線は昨年12月3 日に起工式か行われ、平成9 年度工事と

して橋脚8 基分の基礎工事が舎人駅( 仮称) 付近で進められていますO
区は、平成15 年度の開業に向けて、事業主体である都や東京都地下鉄
建設( 株四こ協力していくと共に、新駅周辺のまちづくりに積極的に取
組んでいます。

日ごろ区民の皆さんから畜せられるお問合わせのうち、主なものにつ
いて一問一答の形でご紹介します。

計画路線図　※ 駅名は仮称です

舎人駅( 仮称) 付近の工事の様子

日事里・舎人線についての1
問1 答です。

問1
全線何分で運行するの
ですか?

答1
全長9. 8 ㎞を約20 分で
結びます。

問2
モノレールですか?

答2
いいえ 、臨厩副都心の
「ゆりかもめ」と同様

の、タイヤで走る新交通システ
ムです。コンピ ュータ制御の無
人運転で走行します。

問3
エスカレータなどの駅

施設について教えて下
さ い 。

答3
全駅にエレベータ、エ
スカ レータ か設置さ

れ、高齢者や嘩害者の方々でも

快適にご利用できる駅施設とな
る予定です。

問4
何両 連結で すか? ま
た、ど れくらいの運転

間隔で走るのですか?

答4
5両連結( 定員298
人) で、2分10秒～10

分間隔で運行する予定です。

問5
駅の位置は決まってま
すか。

答5
駅位置は決定していま
す。現在のところ駅名

はまだ仮称です。

21世紀 の新たな 鉄道 新線 の整備促進
メト ロ セブ ン ・地下 鉄8 号 線の 延 伸

メ
ト
ロ
セ
ブ
ン

環
七
に
地
下
鉄
を
!

環
状
鉄
道
の
整
備
を

ぼ
内
り
交
廼
網
の
整
心
状

況
は
、
乱
心
部
と
を
結
ぶ
友

射
状
の
妖
心
路
線
整
町

卜

田
)
に
伴
い
、
再
々
と
進
人

で
い
ま
す
が
、そ
の
一
う
、

環
状
ぢ
向
を
哨
ぶ
鉄
心
路
線

包

い
た
め
に
啝
円
な
向
へ

の
防
勤
は
、
ぺ
心
不
便
な
皿

剛
で
す

そ
こ
で
、
足
立
・
吃

飾
・

脯
尸
川
の
3

区
で
は

、
牢
戊
6

年
7
月
に
雌
七
心

速
鉄
迺
{

メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
}

促
進
協

裏
会
を
投
皀
し
、・
讌
公
と
り

玖
が

。休
と
な
っ
て

、
こ
れ

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
県
僅
促
延

砲
勣
を
网
閾
し
て
い
ま
す
。

環 状 鉄 道構 想
多
大
な
整
備
効
果

ぷ
状
り
向
の
作乞
は
、卜

昃
の
重
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

中
ふ
と
な
り
ま
す

こ
の
整
備
に
よ
っ
て
、涓

侭
は

も
と
よ
り
ヌ
全
休
の
活

忤
化
や

、
自
動
巾
の
減
少
に

よ
る
大

気
㈹
染
の
改
笊
な
ど

良
好
な
環
境
づ
く
り
か
f

想

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
及
射
方
向
の
か

線
を
帽
・
仔
に
結
ぶ
ぐ
こ
と

に
よ
っ
て
心

皿

回
の
つ
な
が
り
の
強
七

、
交
通
渋
鵬

の
緩
和
な
ど
、
均
衡
の
と

れ
た
求
ち
つ

く
り
の
発
殴
か
關
待
さ
れ
ま
す
。

都
も
前
向
き
に
検
討
中

都
も
、
新
た
な
環
状
方
向
の
『公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て

、
整
簡
の
必
要

性
か
あ
る
と
し
て

、
現
包

、
そ
の
戸
体

化
に
向
け
て
、
学
識
経
験
者
を
含
め
た

委
㈹
会
を
設
苣
し
検
討
を
危
め
て
い
ま

す
。

地
下
鉄
8
号
線
の
区
内
延
伸
を
!

交
通
便
利
な
ま
ち
に

破
耐
川
以
東
の
区
東
部
旭
域
で

は
、

常
舛
新
碑
問
業
吸
も
依
然
と
し
て

鉄
逎

利
用
不
便
地
域
が
残
り
ま
す
。

心
下
鉄
8

号
線
(
S

団
町
楽
町
線
)

が
亀
石
か
ら
葛
丙
用
水
に
沿
っ
て

北
卜

す
る
ル
ー
ト
で

整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
常
磐
線
・
F

代
出
線
の
混

雑
緩

和
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
祁
心
に
直

肝
す
る
便
利
で
快

適
な
、
活
力
あ
る
ま

ち
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

幣
和
4
7
气

乱
市
交
通
審
議
会
答
申

で
、
「
豊
洲
I

眤
糸
酊
I

押
上
I

亀
有

川
」
の
池
卜
鉄
弗
備
が
倥
苙
付
け

ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
6
0
年
の
運
輸
政

禹
審
議
余
答
巾
に
、
。今
廖
新
雁
を
検
討

す
べ
き
万
向
と
し
て
、
亀
り
以
北

武
蔵

呼
線
力
面
」
が
付
記
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し

、
そ
の
優
の
社
会
・
経
廊
哂

勢
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、一
蒹
洲
I
亀
有

川
」
は
L
か
つ
け
ら
れ
て

お
ら
ず
「
亀

斤
以
北
武
蔵
野
線
力
。血
」
も
に
休
的
な

検
斗
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

都
や
国
は
こ
う
考
え
て
い
ま
す

平
嘆
9

年
7
月
区

朿
部
地
域
の

町
会

・
自
治
会
等
が
巾
心
と
な
っ
て
、「
地
下

鉄
8
弓
似
の
&
:

以
北
へ
の
延
沖
」
を

求
め
る
署
名
を
G
い
ま
し
た
。そ
の
腸

、

集
ま
っ
た
的
2

び
7
下
人
の
署
名
を
た

す
さ
え
、
同
年
1
1
月
、
地
域
の
代
表
の

力
々

と
区
艮
・

議
長

が
一
緒
に
な
っ

て

、
跖
矧
亊
と
運
輸
人
。卜
に
陳
叨
し
ま

し
た

。

対
に
し
た
瀬
川
副
刈
鄂
は
「
地
卜
鼠

8
9

碑
の

豊
洲
か
ら
亀
有
ま
で
の
北
伸

は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
陥
線
で
あ

る
か
、
亀
有
か
ら
先
は
次
の
段
階
で
あ

る
い
と
し

、
嘩
井
運
輸
大
臣
は
「
次
期

運
輸
政
策
審
議
会
で
審
議
し
て

も
ら

う

考
え
で

あ
り
、
前

向
き
に
扮
実
に

進
め

て
い
き
た
い
の
で

、
地
霞
の
皆
さ
ん

も

希
甲
の
灯
を
消
さ
な
い
よ
う
に
」
と
い

う
回
答
で

し
た

。

整
備
促
進
に
向
け
て

実
現
に
は
、
財
源

、
採
算
性
男
閑
難

な
課
S

が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
メ

ト
ロ
セ
ブ
ン
に
つ
い
て
は
、
。内
側
6

区

の
エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
促

進
協
議
会
と
迎

剏
を
強
化
し
、
次
川
沺
諭
政
箘
累
議
会

の
答
申
に
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
、ま
た
、

地
卜
衣
8

廿
楾
の
皿
行
以
北
へ
の
延

伸

に
つ
い
て
も
、
闃
係
白
冷
体
と
連
携
を

図
昜

が
ら

、
区
内
ル
ー
ト
が
答
申
に

叫
確
に
位
黔
付
け
ら
れ
る
よ
う
、・国
や

都
な
ど
に
嘖
啄

的
に
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
き
ま
す

竹
の
塚
～
池
袋
線
等
も

検
討
し
て
い
き
ま
す

甲
成
8

年
X

議
会
に
お
い
て
陳
情
採

択
さ
れ
た
竹
の
塚
～
池
袋
厭
、
万
代
山

線
北

綾
瀬
以
北
へ
の
延

伸
に
つ
い
て

は
。
今
唆
の
・課
題
と
し
て
検
乱
し
て

い

き
ま
す

。

鉄
道
新
線
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

都
市
交
通
課

　
(
3
8
8
O
)
5
1
1
1
㈹

私
た
ち
1
日
も
早
い
開
業
を
待
っ
て
ま
～
す
!
!

現
在
、
子
斤
て
真
っ
最
中
の

望
月
和

恵
さ
ん

親
子
と
な
か
よ
し
グ
ル

ー
プ
の

皆
さ
ん
か
ら
、
次
の
よ
う
な
ご
意
見

を

い
た
だ
孝
ま
し
た
。

▽
舎
人

地
区
は

、
公
共
の
交
通
機
関
は

バ
ス
に
頼
る
し
か
な
く
、
ま
だ
、
こ

ど

も
が
小
さ
い
の
で
、日
鴬
の
移
動

に
は

、

乖
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

▽
日

暮
里
ま
で
バ
ス
で
行
く
と
、
渋
滞

時
に
は
1

時
間
以
上
か
か
る
こ
と

が
多

い
で
す
。

▽
1
5
年
度
に
新
線
か
、
間
業
し
た
ら
、

気
軽
に

都
心
で
買
い
物
が
で

き
る
の
か

嬉
し
い
で
す
。

▽
駅
施
設
内
や
周
辺
に
、
大
き
な
シ
ョ

ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

を
迺
っ
て

欲
し
い
で

す
。

親
子
で
都
心
に
買
初
に
行
く
の

が
楽
し
み
な
皆
さ
ん

燃
え
な
い
建
物
を
建
て
る
方
に
助
成
し
ま
す

3
月
3
1日
に
補
助
2
5
6号線
地
区
が
事
業
終
了

区
で
は
、
一
災
害
に

強
い
ま

ち
づ
く

り
」
の
一
垣
と
し
て
、
大
地
震
時
の
火

災
に
対
し
安
令
な
「

避
鮮
筋
」
や
「
延

喨

遮
断
帯
」
を
整
向
す
る
た
め
、
都
巾

防
災
不
燃
化
促
進
事
業
を
行
っ
て
い
よ

す

ご

お

早
業
は
、
不
燃
化
促
延
区
城

内
で
事
業
実
施
朗
間
巾
、
一
定
の
插
呷

に
自

り
た
不
燃
建
築『
初
を
建
て

る
方
に

上
亊
費
の
一
部
を
助
成
し
、
建
物
の
不

燃
化
を
促
進
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
区

域
内
で
建
物
を
建
て
よ
う
と
お
考
え
の

方
は
ぜ
ひ
、
こ
の
剛
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
建

築
工
事
捨
丁

ま
で
に

助
成
中
涓
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

こ
注
意
く
だ
さ
い
。
助
吸
対
象
と
な
る

の
は
、
乎
業
終
f
日
に
冗
嘆
し
て
い
る

建
築
物
で

す
。

都
巾
防
災
不
ぎ
化

促
進

事
業
は
、
麗

在

左
図
の
6

地
K

で

実
施
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
仙
助
5
晤
線
旭
区
に
つ
い

て
は
、
3

月
3
1日
で
弔
蒭
終
了
と
な
り

ま
す
。

臺
不
燃
化
促
迂
X
域
と
は
、
指
定
路
線

の
逎
略
の
両
側
か
ら
お
お
む
ね
3
0
m
以

内
の
尺
域
、
お
よ

び
巾
火
む
町
と
恥
島

の
一
部
R
域
で
す

問
先
=

防
災
ま
ち
づ
く
り
係

S
3
8
8
0
-
5
1
1
1

㈹

不燃化促進区域
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本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

交
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

身
体
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

昨
年
度
ま
で
は
各
福
祉
事
務
所
等
で

一
斉
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
年
度

は
4
月
中
旬
こ
ろ
に
直
接
対
象
者
宅
へ

お
届
け
し
ま
す
。
配
付
の
際
、
受
領
印

を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
業

は
、
一
部
変
更
予
定
で
す
。
く
わ
し
く

は
、「
利
用
方
法
の
手
引
き
」を
同
封
し

ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
動
車
燃
料
費
へ
の
変
更
を
希
望
す
る

方
は
4
月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=
身
体
瞬
客
者
手
帳
を
お
持
ち
の

下
肢
・
体
幹
・
平
衡
機
能
障
客
1
級
I
3

級
、
視
覚
・
内
部
障
害
1
級
の
方

申
・
問
先
―
在
宅
福
祉
係

1
0年
度
　第
1
回
足
立
区
生
業
資
金

対
象
=
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
す
べ
て

の
条
件
夲
晨
た
す
方
/
区
内
に
1
年
以

上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民

登
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た

は
拡
充
が
目
的
/
住
民
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
一
人

い
る

賃
付
額
=
1
世
帯
1
5
0万円
以
内

(予
定
利
率
0
.
9
%、据
置
期
間
中
は
無

利
子
)

返
済
方
法
=
6
ヵ
月
据
置
後

6
0回
元
利
均
等
償
還

申
込
―
申
込
S

を
窓
口
に
持
参

※
用
紙
は
4
月
1
日

か
ら
、貸
付
係
窓
口
、区
民
事
務
所
(
中

央
本
町
区
民
事
務
所
は
除
く
)
、福
祉
事

務
所
、
動
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
配
布
し
ま
す

受
付
期
間
1
4
月
6

日
1
1
7日

※
都
合
に
よ
り
受
け
付
け

を
延
期
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す次

回
の
貸
し
付
け
(
1
0年
度
第
2
回
)

は
、7
月
中
旬
に
受
け
付
け
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

申
・
問
先
=
貸
付
係

H
I
V
感
染
者
の
障
害
認
定
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
の
一
郎

を
改
正
す
る
政
令
の
公
布
に
よ
り
、
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
(
H
I
V
)

の

感
染
者
が
そ
の
障
客
の
程
度
に
6
じ

て
、4
月
b
日
か
ら
新
た
に
身
体
障
害

者
手
帳
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

手
帳

の
申
請
・
問
先
1
各
福
祉
事
務
所
の
身

体
障
害
者
福
祉
司
(
賚
1
)

相
談
窓

ロ
ー
都
・
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

身
体
障
害
相
談
課

?
3
2
0
3
)
7
8
5
0

表1　 福祉 事務所一覧

7
0歳
か
ら
は
だ
れ
で
も
老
人
保
健

7
0歳
(
一
定
の
障
害
を
お
持
ち
の
方

は
6
5歳
)
以
上
の
方
は
、
全
員
が
老
人

保
健
医
療
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
受
診
す
る
と
き

医
療
機
関
で
受
診
す
る
と
き
は
、「
保

険
証
」
と
一
緒
に
、
老
人
保
健
の
「
医

捩
受
給
者
証
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
支
払
う
金
額
…
表
2

一
人
工
透
析
を
し
て
い
る
慢
性
腎
不
全

の
方
、
血
友
病
の
方
の
減
額

入
院
時
の
一
部
負
担
金
の
限
度
額
が

1
ヵ
月
1
万
円
に
な
る
認
定
証
を
発
行

し
ま
す
。

一
入
院
食
事
代
の
減
額

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の
方
は
、

入
院
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
認
定
証
を

発
行
し
ま
す
。

・
医
凍
費
が
も
ど
り
ま
す

次
の
よ
う
な
と
き
、
申
請
に
よ
り
、

支
払
っ
た
医
家
費
が
も
ど
り
ま
す
。

▽
医
師
が
必
要
と
認
め
た
コ
ル
セ
ッ
ト

な
ど
の
治
凍
装
具
代
を
支
払
っ
た
と
き

▽
緊
急
の
と
き
や
、
旅
行
中

な
ど
、
や
む
奮
λ
な
い
理
由

で
、
医
療
受
給
者
証
を
持
た

ず
に
治
療
を
受
け
た
と
き

(一
部
負
担
金
は
も
ど
り
ま

せ
ん
)

・
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
た
と
き

交
通
事
故
や
障
害
事
件
な

ど
第
三
者
(
加
害
者
)
か
ら

受
け
た
傷
病
で
も
、
申
請
に

よ
り
、
医
療
受
給
者
証
で
受

診
で
無
る
場
合
が
あ
n
&
ヂ
。

問
先
=
医
療
助
成
佩

表2　 支払い金額一覧
外来

入院
※ 差額ベッド 代・オムツ代など保険の効力ない
ものは全額自己負担と
なります

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
介
護
福
祉
士
を
目
指
す
方
へ

修
学
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す

対
象
=
理
学
凍
法
士
・
作
業
療
法
士
・

介
護
福
祉
士
の
養
成
学
校
に
入
学
予
定

ま
た
は
在
学
し
て
い
る
方
で
、卒
業
後
、

区
内
の
福
祉
施
設
等
で
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
に
従
事
す
る
意
思
の
あ
る
方
(
3
年

以
上
従
事
す
れ
ば
返
済
免
除
)
*

た

だ
し
、
同
種
の
資
金
を
借
り
て
い
な
い

方
に
限
り
ま
す
貸
付
限
度
額
1
年
額

3
6
万
円
(
無
利
子
)
賃
付
期
間
―
養

成
施
設
の
正
規
の
修
学
期
間
定
員
l

l
人
程
度
申
込
=
`
接
窓
口
へ
期

限
1
4
月
2
4日

申
・
問
先
―
高
齢
福

祉
計
画
係

シ
ル
バ
ー
パ
ス
有
料
該
当
者
の
方
へ

4
月
1
日
～
9
月
3
0
日
ま
で
有
効
の

シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
販
売
し
穿
歹
。

日

時
1
4
月
1
日
か
ら
(
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
)
午
前
9
時
1
午
後
2
時
4
5分

対
象
1
7
0歳
以
上
の
有
料
パ
ス
対
象
者

で
未
購
入
の
方

申
込
=
費
用
と
印
鑑

を
持
参

※
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
送

料
を
負
担
し
て
い
た
だ
孝
豕
歹

場
・

問
先
―
在
宅
福
祉
係

区
役
所
前
歩
道
橋
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
敷
設

区
役
所
本
庁
舎
と
・
i一
遭
4

号
線
(
下

り
方
面
)

を
つ
な
ぐ
歩
道
橋
に

、
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
し
ま
し
た
。
視
覚
障

客
の
方
が
ス

ロ
ー
プ
か
ら
上
が
っ
た

後
、
向
い
側
の
階
段
へ
転
落
を
防
止
す

る
た
め
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
準

に
沿
っ
て
設
置
し
た
も
の
で
す
。
国
道
4

号
線
か
ら
歩
道
橋
の
階
段
を
上
が
る

際
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

問
先
―
福
祉
計
画
課

区
民
葬
儀
利
用
券
発
行

区
で
は
、
軽
い
負
担
で
の
簡
素
な

葬
俄
を
望
む
方
に
、
区
民
葬
儀
利
用

券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

申
込
―

死
亡
診
断
S
(
死
亡
届
)
、ま
た
は
火

葬
許
可
書
を
提
出
し
て
、
葬
儀
券
を

受
け
、
区
民
葬
儀
取
り
扱
い
業
者
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
S

用
―
葬

祭
具
、霊
柩
(
れ
い
き
ゅ
う
)
車
、

火
葬
な
ど
の
ラ
ン
ク
に
よ
り
約
1
3
万

円
～
3
0
万
円
の
範
囲
で
選
べ
ま
す

※
こ
の
ほ
か
に
諸
経
費
、
消
費
税
が

必
要
に
な
り
ま
す

場
・
問
先
一
戸

籍
窓
口
係

2
3区
職
員
採
用
試
験
日
程
の
お
知
ら
せ

東
京
2
3区
に
動
務
す
る
職
員
の
採
用

試
験
は
、
特
別
区
人
事
委
員
会
が
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
試
験
の
最
終
合
格
者

は
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
高
得
点
順
に

記
載
さ
れ
、
希
望
区
や
通
動
事
情
等
に

よ
り
各
区
に
提
示
さ
れ
ま
す
。各
区
は
、

提
示
を
受
け
た
後
、
面
接
等
を
行
い
採

用
予
定
者
を
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
採

用
は
原
則
と
し
て
平
成
1
1年
4
月
以
降

と
な
り
ま
す
。

募
集
案
内
は
告
示
日
以
降
に
、
東
京
2
3

区
役
所
ま
た
は
特
別
区
人
事
委
員
会

事
務
局
任
用
朦
で
配
付
し
ま
す
。

な
お
、
受
験
資
格
・
採
用
予
定
数
な

ど
の
詳
細
は
後
日
広
報
紙
に
掲
載
し
ま

す
。

日
程
=
表
3

問
先
―
特
別
区

人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

昔
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

表3　10 年度東京23区職員採用試験日程等(予定)

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

7・
8
月
分
利
用
申
し
込
み

利
用
日
欺
1
2
泊
3
日
ま
で

対
象

―
区
内
在
住
・
在
動
の
方

申
込
―

往
復
(
ガ
キ
に
団
体
名
、
代
表
者
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
利
用
人

数
、「
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
利
用
申
込
」
と
明
紀
(
1

団
体
1
通
に
限
る
。
重
複
申
し
込
み

は
無
効
)

期
限
=
4
月
1
3日
必
着

受
付
番
号
抽
選
日
1
4
月
1
5日
、
午

前
9
時
か
ら
区
役
所
爾
館
1
2階
会
磁

窒

受
付
日
等
1
4
月
2
5日
、
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ

※
抽
選
で
決
定
し
た

受
付
番
号
順
に
希
望
日
を
受
け
付
け

ま
す

申
・
問
先
=
体
育
管
理
係

〒
圀
-
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

公園管理事務所が4 ヵ所になります区
の
基
本
計
画
で
は
区
民
人

当
た

り
の
公
園
整
備
面
積
を
6
S
と
し
て
い

ま
す
(
9
年
4
月
現
在
4
・
1
2㎡
)
。こ

れ
か
ら
も
増
え
続
け
る
公
園
・
児
童
遊

園
等
の
維
持
管
理
を
よ
り
迅
速
で
き
め

細
か
く
行
う
た
め
、4
月
1
日
か
ら
公

園
管
理
事
務
所
を
現
在
の
I
カ
所
か
ら
4

ヵ
所
と
し
、
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
区
域
は
右
図
の

と
お
n
と
な
り
ま
す
。

※
公
園
等
の

管
理
に
関
す
る
ご
連
絡
は
各
管
理
事
務

所
ま
で
お
願
い
し
ま
す

問
先
=
公
園

緑
地
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

水
と
緑
の
公
社

酋
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

高齢者在宅サービスセンター・在宅介護支援センター
家族介護者教室のご案内( 4 月)

※ ( 在) は高齢者在宅サービスセンター、( 介) は在宅介霞支援センターの略語です(
申し込み・問い合わせは、直接施股へ)

□ 詐欺にご注意を　東京電力の社員を装った詐欺事件が多発し ています。「怪しい」と思ったらお 金を支払わず、最寄りの警察または東 京電力までご 連絡く ださ
い　問先= 東京電力㈱足立支社 　3888- 9111
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国
保
・
税

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
外

国
人
を
含
む
す
べ
て
の
方
は
、
万
一
の

病
気
や
ヶ
ガ
に
備
え
て
、
必
ず
公
的
な

健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
動
務
先
の
健
康
保
険
等
(
社
会

保
険
等
)
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
0

民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
中
の
方

は
除
き
ま
す
。

・
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家

族
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
ま
で

(最
長
2
年
)
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り

ま
す
が
、
医
療
給
付
は
原
則
と
し
て
さ

か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
。
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
叺一
―
職
場
の
健

康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
(
資
格
喪
失

証
明
書
、離
職
票
、退
職
証
明
S
な
ど
、

や
め
た
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
)
/

届
出
人
の
印
鑑
/
家
族
が
す
で
に
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、

国
民
健
康
保
険
証
/
7
0
歳
未
満
の
方

で
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
(
国
民
年

金
を
除
く
)
の
受
給
者
は
、
年
金
証
書

(
年
金
受
給
開
始
時
に
届
い
た
、
被
保

険
者
期
間
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
)

を
窓
口
に
持
参

※
届
出
人
が
代
理
人
(

本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)

の
場
合
は
、
保
険
証
は
翌
日
郵
送
と
な

り
ま
す

・
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や

め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。会
社
な
ど

か
ら
国
民
健
康
保
険
課
に
は
加
入
の
連

絡
が
あ
り
ま
せ
ん
。
手
続
瘴
蜃
し
な
い

と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
ホ
ま

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
や
め
る

手
譽
簒
じ
て
く
だ
さ
い
。

届
出
=

勤
務
先
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保

険
証
、
届
出
人
の
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

※
就
職
日
以
降
、
国
民
健
康
保
険
証
は

使
え
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

I
い
ず
れ
も
I

変
更
後
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
先
―
各
区
民
事
務
所

ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
―
資

格
賦
課
係

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
へ

「
特
別
区
民
税
・
都
民
税
申
告
書
」の
提
出
は
お
済
み
で
す
か

申
告
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
軽
減
、

高
額
療
養
費
・
入
院
時
食
事
代
の
減
額

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
収
入
が
無
い
方
、
少
な
い
方

で
も
特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。「
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
」
の
案
内
を
3
月
2
0日
に
国
民
健

康
保
険
課
よ
り
発
送
し
ま
し
た
の
で
、

ま
だ
済
ん
で
い
な
い
方
は
提
出
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※
申
告
一
が
必
要
な

方
は
、
課
税
課
ま
た
は
区
民
事
務
所
の

窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

課
税
課
ま
で

問
先
―
申
告
書
の
提
出

先
お
よ
び
書
き
方
…
課
税
屎
課
税
第

一
、
第
二
係

国
民
健
康
保
険
料
等
・・・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

土
曜
日
の
納
税
・
納
付
相
談

区
・
都
民
税
、国
民
健
康
保
険
料

平
日
に
区
役
所
に
采
庁
で
き
な
い
方

の
た
め
に
。
土
曜
日
(
閉
庁
日
)
に
区

・
都
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料
の
納
税

・
納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談

に
は
、
関
係
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

日
時
=
3
月
2
8日
出
、
午
前
9

時
～
午
後
4
時

場
・
問
先
―
納
税
課
(

中
央
館
1
階
)
/
国
民
健
康
保
険
課
(

北
館
2
階
)

年

金

4
月
は
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
(
明
治
4
4年
4
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
対
象
)
を
受
け

て
い
る
方
は
、
4
月
1
0日
か
ら
指
定
の

郵
便
局
で
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。
な

お
、
4
月
は
老
齢
福
祉
年
金
証一
(

手

帳
)
の
国
民
年
金
屎
提
出
時
期
で
す
。

年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
至
急
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
1
年
金

証一
(

緑
色
の
手
帳
)
/
印
鑑

※
代

理
人
の
場
合
は
、
代
理
人
の
印
鑑

問

先
―
給
付
係

ね

ん

き

ん

相

談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
4
月
8
日
團
、
午
前
1
0時
I
午

後
3
時
3
0分

場
所
―
国
民
年
金
課
前

問
先
=
推
進
係
※
厚
生
年
金
の
年

金
額
な
ど
の
具
体
的
な
相
談
に
つ
い
て

は
足
立
社
会
保
険
事
務
所
(
月
喧～
金

曜
、
9
時
1
正
午
。午
後
1
時
～
4
時
3
0

分
)

・
l
(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

1
0
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
　

(
前
期
分
)
を
4
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
。
前
納
割
引
納
付
書
(
1
年
分
・
6

ヵ
月
分
)
と
各
月
別
の
納
付
書
(
4
月～

9
月
分
)
が
一
緒
に
つ
づ
ら
れ
て
い

ま
す
。
切
り
離
さ
ず
に
、
金
融
機
関
や

国
民
年
金
課
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

納
期
限
=
▽
1

年
・
2
年
・
6
ヵ
月
前
納
・
:
4月
3
0日

▽
毎
月
分
…
翌
月
の
末
日

※
2
年
前

納
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
納
付
書

を
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い

問
先
―
保
険
料
係

6
0歳
説
明
会

日
時
=
4
月
2
1日
㈹
、
午
前
1
0時
と
午

後
2
時
の
2
回
(
受
け
付
け
は
、
開
始
3
0

分
前
か
ら
)

場
所
―
区
役
所
庁
舎

ホ
ー
ル

対
象
―
昭
和
1
3年
5
月
2
日

～
昭
和
1
3年
6
月
1
日
生
ま
れ
の
方

(対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
1

国
民
年
金
制
度
の
仕
組
み
と
受
給
手
続

き
の
説
明
お
よ
び
個
別
相
談
(
受
付
順
)

問
先
―
適
用
係

表5　10 年度保険料 額

あなたは、現在持っていない

バイクや軽自動車の税金を
払っていませんか

軽
自
動
車
税
は
、4
月
1
日
現
在
、

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原

動
機
付
自
転
車
や
軽
二
・
一価

四
輪

車
、
二
輸
小
型
自
動
車
を
持
っ
て
い

る
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、3

月
中
に
届
け
出
を
す
れ
ば
1
0年
度
以

降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。対

象
=
盗
難
に
あ
っ
て
見
つ
か
っ
て
い

な
い
(
警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
も

廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け
出
を

し
な
い
で
譲
っ
た
り
、売
っ
た
り
し

た
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
問
先
↓
`
4

表4　 問い合わせ先一覧

「
ハ
ロ
ー
あ
だ
ち
」
は
3
月
3
1日
で
終
了
し
ま
す

声
の
便
利
帳
「「
ロ
ー
あ
だ
ち
」

は
4
月
1
日
か
ら
使
用
で
き
ま
せ

ん
。「
リ
ブ
ーイ
ン
」
や
「
あ
だ
ち
広

報
」「
公
社
ニ
ュ
ー
ス
と
き
め
き
」等

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
―
広

聴
相
談
係

第100 回

全国春の
交 通 安 全 運動

4月6日～15日

高齢者に思いやりを

「
あ
り
が
と
う

笑
顔
で
か
わ
す
良

い
マ
ナ
ー
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

全
国
春
の
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま

す
。
今
回
の
重
点
は
次
の
3
点
で
す
。

▽
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
防
止

▽
若
者
に
よ
る
二
輪
車
の
交
通
事
故
防

止

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

・
道
駱
は
み
ん
な
の
も
の
、
思
い
や
り

を
持
っ
て

交
通
事
故
は
私
た
ち
の
ち
ょ
つ
と
し

た
気
の
ゆ
る
み
や
不
注
意
が
原
因
で
突

然
起
こ
り
ま
す
。「
こ
こ
を
渡
れ
ば
近
い

か
ら
」と
い
っ
た
自
分
勝
手
な
行
動
は
、

自
分
だ
け
で
な
く
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

っ
て
い
る
人
ま
で
巻
き
込
む
悲
惨
な
交

通
事
故
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

道
路
は
自
分
一
人
で
利
用
し
て
い
る

の
で
は
あ
n
ま
せ
ん
。
歩
行
者
・
自
転

甼
二
輪
車
・
四
輪
申
等
様

々
な
方
、年
齢
層
9
(
た

ち
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

自
分
を
守
る
た
め
に
は

も
ち
ろ
ん
、自
分
以
外
の

人
の
た
め
に
も
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
夜
歩
く
時

目
立
つ
服

装
で
!

夜
間
に
発
生
す
る
事
故

の
原
因
の
多
く
は
、運
転

手
か
ら
歩
行
者
が
見
え
て

な
い
場
合
に
多
く
起
こ
り

ま
す
。歩
行
者
は
、目
立

つ
よ
う
に
明
る
い
服
装

や
、反
射
材
等
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

・
二
輪
車
は
急
な
進
路
変

更
を
や
め
ま
し
ょ
う

二
輪
車
は
カ
ー
ブ
の
手
前
の
直
線
部

分
で
十
分
減
速
し
、
無
理
な
追
い
越
し

や
急
な
進
路
変
更
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

昼
間
で
も
ラ
イ
ト
を
下
向
き
に
つ
け
自

分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

・
後
部
座
席
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
!
　

四
輪
車
で
は
す
べ
て
の
乗
員
が
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
裏
通

り
な
ど
で
子
供
や
お
年
寄
り
を
見
か
け

た
ら
十
分
減
速
し
て
く
だ
さ
い
。

・
9
年
は
交
通
死
亡
事
故
が
大
幅
に
減

少
!
。

区
内
の
交
通
死
亡
事
故
は
8
年
の
2
3

人
か
ら
1
4人
へ
大
幅
に
減
少
し
ま
し

た
。
1
0年
も
さ
ら
に
減
る
よ
う
に
十
分

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
交
通
事
故
を
減

少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
全
貝
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
し
か
方
法
が

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
新
一
年
生
が
通
学
を
始
め
る

時
期
で
す
。お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
、

実
際
に
ヒ
ヤ
ツ
と
し
た
こ
と
を
お
子
さ

ん
に
話
し
て

、
事
故
に
麌
わ
な
い
・
防

ぐ
方
法
を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

問
先
―
交
通
安
全
対
策
係

交通安全運動の行事
区・三署合同

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
の
案
を
縦

覧
し
ま
す
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係

の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
区
長
に

対
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・
東
京
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
(
足

立
区
決
定
)
の
変
更

区
域
―
神
明
三
丁
目
、六
木
四
丁
目
、

西
新
井
六
丁
目
、西
新
井
七
丁
目
、平

野
一
丁
目
、平
野
三
丁
目
、扇
二
丁
目

各
地
区
期
間
1
4
月
1
日
～
1
5
日

縦
覧
場
所
・
問
先
―
都
市
計
画
係

掲
示
板

・
都
立一
護
専
門
学
校

一
日
体
験
入

学
参
加
者
の
募
集

対
象
=
都
内
在
庄
ま
た
は
在
校
の
高
校

生

日
時
1
5
月
9
日
・
:豊
島
・
荏
原

・
北
多
摩
・
青
梅
・
板
橋
、1
3日
…
広

尾
、1
5日
・
:公
衆
衛
生
・
府
中
、1
6日

・
:
松
沢
・
大
塚
・
南
多
摩

※
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先

―
都
・
衛
生
局
薺
護
課

昔
(
5
3
2
0
)
4
4
4
1

・
第
1
期
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

日
時
=
4
月
～
7
月
、
第
2
・
4
木
曜

日
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
場

所
1
千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館

対
象
1
1
6

歳
以
上
。
初
心
者
歓
迎

費
用
―

沺
円

※
当
日
直
接
会
場
へ
。上
履
き

用
運
動
靴
持
参

問
先
I
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
連
盟
・
長
谷
部

登
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

□ 4 月1 日から登記手数料が一部改定さ れます　くわし くは、お問い合せください。　問先= 東京法務局 　3214- 6231
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有
料
広
告
を
募
集

リ
ブ
イ
ン
(
わ
た
し
の
便
利
帳
)

区
で
は
、
リ
ブ
イ
ン
(
わ
た
し
の
便

利
帳
)
を
2
年
ご
と
に
作
成
し
、
区
内

全
世
帯
に
配
布
し
て
い
求
す
。

リ
ブ
イ
ン
は
、一
ら
し
に
必
要
な
区

役
所
で
の
手
続
き
な
ど
、
役
に
立
つ
情

報
が
満
載
。
今
秋
に
発
行
を
予
定
し
て

い
奪
T
。

こ
の
中
に
、
企
業
な
ど
の
広
告
を
有

料
で
掲
載
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お

申
し一
込み
く
だ
さ
い
。

・
広
告
掲
載
基
準

▽
掲
載
ペ
ー
ジ
…
表
3
(
4
色
カ
ラ
ー

面
)
お
よ
び
本
文
中
(
2
色
)

▽
本
紙
サ
イ
ズ
ー
:
A
4版
、
本
文
1
2
4ペ

ー
ジ
(
予
定
)

▽
規
格
・
掲
職
料
・
:

左
表

▽
ご
希
望
の
方
に
は
、
実
費
で

版
下
を
作
成
し
ま
す

※
2
色
は
本
文

と
同
色
。
色
は
未
定

・
掲
載
で
き
な
い
も
の

▽
リ
ブ
イ
ン
の
公
共
性
、
そ
の
他
品
位

を
撰
な
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

▽
風

俗
営
業
等
の
規
制
お
よ
び
業
務
の
適
正

化
等
に
関
す
る
法
律
第
2
条
に
掲
げ
る

営
業
に
該
当
す
る
も
の

▽
政
治
活

動
、
宗
教
活
励
、
意
見
広
告
、
個
人
宣

伝
に
か
か
わ
る
も
の

▽
そ
の
他
リ
ブ

イ
ン
に
掲
載
す
る
広
告
と
し
て
妥
当
で

な
い
も
の

発
行
部
数
=
3
0万
部
(
予

定
)

申
込
―
広
報
課
所
定
の
用
紙
に

記
入
の
う
え
郵
送
ま
た
は
直
接
窓
口
へ

期
限
1
4

月
2
2日
消
印
有
効

申
・

問
先
=
広
報
係
-
t
1
2
0・8
5
1
0

中

央
本
町
―
-
1
7
1
1

5

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

代

※ 表3 とは裏表紙の裏のことです

育
て
よ
う
桜
　
咲
か
そ
う
足
立
の
花

～
さ
く
ら
ま
つ
り
～

日
時
=
4
月
5
日
面
、午
前
H
時
～
午

後
3
時
場
所
1
島
糀
屋
公
園
内
容

―
桜
工
作
、合
唱
、模
擬
店
、ミ
ニ
S

L
、野
点
等

問
先
=
西
部
児
童
館
老

人
館

酋
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

情 報コー ナー
世帯と人口( 10 年3 月1 日現在)

世 帯　268, 252
人 口　635, 643 人

男　321, 942 人
女　313, 701 人

5 月施設見学会　参加者募集
● 個人対象見学会
日程- 5 月7 ・8 ・14日 対象- 18
歳以上の区民 定員一各日30人
(抽 選) 申 込一往復ハガキに参
加者全員( 3 人まで) の住所 、氏
名、年齢、電話番号、希望日( 第2
希望 まで) 、「個人施設見学 会希

望」と明配
● 親子対象見学会
日程- 5 月9 日 対象一小学生以
上の親子 定員- 15 組程度( 30 人
まで) 申込一往復ハガ キに参加
者全員( 3 人まで) の氏 名、年齢
と住所、電話番号、希望日( 第2
希望まで) 、「親子施般見学会希望 」
と明記

・ 団体対象
日時- 5 月12日 対象=18S5 以上
の区民で構成される20人以上30人
以下の団体 定員- 1 団体( 抽選)

申込一往復ハガキにグ ループ名、
代表者の庄所、氏 名、年齢、電話
番号、「団体希望」と明記( 1 団体1
通に限ります)

- いずれもー
時間・コースー下表 費用一無料
(昼食・お 茶等は持参し てく ださ
い) 期限- 4 月10日必着 申・
問先一広報係 〒120- 8510中央本
町1- 17- 1
B3880 ―5111( 代)

施設見学会コース表

消費生活問題調査研究グループ募集
消費生 活における身 近な問題や
商品について調査や研究を するグ
ループを 募集します。 活助期間- 1

年間 対象一区内 在住 者を主
体とする5 人以上のグ ループ
※ その他、営利 目的を除く等助成
要綱に沿っていること 内容- グ

ループごとにテーマを決め、活動
結果を報告( 冊子にまとめます)
助成金一年間3万円まで募集数
- 10グループ( 魯類審査により決
定) 募集期間- 4月1日～14日
申・問一消費者センタ ー
酋3880- 5385

お気軽にどうぞ　高齢者の就業出張相談

シルバー人材センターでは、次
の会場で出彊相談を行います( 西

新井区匣ギ ャラリ ーについては、
都・日暮里高年齢者就業相談所と
合同) 。豊富な翊識と経験を持ち、
健康で働く意欲のある高齢者の皆

さんの就業について、相談に応じ

ます。お気軽においでください。
日時等一下表 問先一助シ ルバー
人材センター
I I 3859 ―2561

※ 老人会館の7 月は22日( 水)、9 月 は16日( 水)になり ます

観 桜 茶 会
日時- 4月4日( 土) ・5日( 日) 、
午前10時～午後3時場所一花畑
記念庭園桜花亭 費用=2, 5001 円
( 1 日三席) 問 先一文化振興係03880- 5111

㈹
足立区華道茶道協会
Q3849 ―1835 花畑記 念庭園

第42回区民芸能大会参加者募集
日時- 5月16日( 土) 、午前10時～
午後5 時( 予定) 場所一区役所
庁舎ホール 対象= 観光協会会員
(家族) または区民/ 過去3 年間
の大会最優秀賞者、優秀賞者およ
び41回大会碁良賞者を除く/ 個人
を原則とし、団体の場 合は10人以
内 ※ 1 人l 種目に限 る 定員-
じ>歌 の部( 歌謡曲 ・民隅・その他)
‥・60組 ひ踊りの部… 30組 ※ 4
月15日に公開抽選 費用 一参加者

1 人あ たり …会員1, 000 円/ 会員
家族1, 500円/ 一般2, 000円 申 込
一申込書に80円切 手を添え事務局
へ直接持参、または郵送 ※ くわ

しくは、観光協会事務局・各又匣
事務所にあ る申込● 、要綱をご覧
ください 期限- 4 月8日消印有効
申・問先一観光協会事務局( 産業
振興課内) 〒120 ―8510中央本町l
―17―I 03880- 5111 ㈹お楽しみください 4 月の区内各種展示

こども科学館イベントホール
a19日…ギャラクシティサイエン
スフェスティバル
西新井 区 民 ギャラリー

【>1日～5日・・・足立区教職員魯遭
逢厦C>9日～13日…睦書会書展
>15日～20日… 12色会絵図作品展
[ >22日～26日・・・パッチワーク作品
展

プ チテラ ス・ 野外 ギャラ リ ー

● 千住徊歴史プ チテラス( 千住河
原町21- 11) >4 ・5 ・11・12

・18・19・25・26日…や っち ゃば
の風俗屓
● 千住壁飃の濳ギャラリー( 千住
旭町42) >1日～30日…魯展

i 問い合わせください。
先- C> こども 科学館イペント ホ
ル… ギャラクシテ ィ
242―8161

西新井区民 ギャラリー( 西新井
ロサティ4階, 火鑼日休館)
3852―3251

E

チテラス・野外ギ ャラリ ー… , (
財) まちづくり公社

郷土博物館　地域講座
地域の歴史を明ら かにする研究
講座を月1 回、通年で閲催し ます。
● 石造初を しら べる会
神社や寺に残る石造物の調査。
スケッチ、実測をします。 日程=
第2 日曜 日 説 明会- 4 月26
日、午後2 時 定員- 10 人。(抽選) 　

費用一無料( ただし 交通費は実
費負担) 申込 一往復ハガ キに住
所、氏 名、年齢、電話番号、講座
名 期限- 4 月15日必着 場 ・申
・問先一 郷土博物 館 〒120- 00

01大谷田5- 20- 103620- 9393

東渕江庭園から見た郷土博物館

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています Y. K. T　274, 000


